
 

 

 

 

 

 

 

 
 

「違いがあって当たり前」「いろいろな人がいた方がよい」 
                                  児童指導部門長  
 

「争い」に関するニュースが絶えない昨今の世界情勢。様々な原因があるとは思いますが、「争い」は「違い」

から生まれることが多いのではないでしょうか。自分の中の当たり前と違ったから、自分の意見と違ったから、

思っていた反応と違ったから、違いを馬鹿にしてしまったから。教室でもそうやって「争い」になってしまう子

どもたちを何度も見てきました。自分もそうだったかもしれません。 

 

文部科学省が作成している「生徒指導提要」というものがあります。これは、生徒指導の理論・考え方や実際

の指導方法等について、時代の変化に即して網羅的にまとめ、教職員間や学校間で共通理解を図り、組織的・体

系的な取組を進めることができるよう、学校・教職員向けの基本書として作成されたものです。 

その基本書の「いじめ防止につながる生徒指導」という項目の中には、「多様性に配慮し、均質化のみに走らな

い学校づくりを目指すことが大切」とあります。集団教育の場である学校、学級・ホームルームにおいて凝集性

を高めることは必要ですが、行きすぎて同調圧力が強まると、多様性を認め合うことが難しくなりかねません。

教室に、様々な異なる考えや意見を出し合える自由な雰囲気を確保し、児童生徒がお互いの違いを理解し、「い

ろいろな人がいた方がよい」と思えるように働きかけることが大切です。と説明されています。 

 

「いろいろな人がいた方がよい」ということについては様々な著名な方も話されています。子どもたちがよ

く知っているのは詩人、金子みすゞさんの「鈴と、小鳥と、それから私、みんなちがって、みんないい。」でし

ょうか。第一次南極観測隊隊長の西堀栄三郎氏の「同じ性格の人が一致団結してもその力は和の形でしか増や

すことができない。異なる性格の人たちが団結すれば積の形で大きくなる。」というお話も聞いたことがありま

す。 

 

 私の趣味や経験からも少し…。2007 年、夏の甲子園で優勝した佐賀北高校野球部。前年、県大会初戦敗退の公

立校が、スター選手を一人も擁さず全国制覇を成し遂げました。一人一人が自分の得意なこと、与えられた役割

に真剣に取り組み、チームの結果に全員で笑い、全員で泣く。そんなチーム作りを目指した結果、強豪校を次々

と撃破し、全校制覇を成し遂げることができたようです。一人一人の力は小さくても、いろいろな人がいたから

よかったのです。 

 

 もう一つ。私は、2019 年から 3 年間、インドネシアのジャカルタ日本人学校に勤務しておりました。インド

ネシアという国は約 17,000 の島々から構成された多民族国家であり、ジャワ人、スンダ人、マドゥーラ人など

約 300 の民族が暮らしています。公用語はインドネシア語ですが、国内ではなんと 500 以上の言語が話されて

います。国家理念は「多様性の中の統一」です。「状況も目指すところも、インドネシアってなんか学校の教室

みたいだな」とよく考えていました。いろいろな人がいる中で、それでも彼らを１つにしていたのは、公用語

の存在と「Tidak apa apa(インドネシア語で「大丈夫だよ」の意)」の精神をもった国民性でした。 

 

教室にもいろいろな人がいて当たり前。学校が、その一人一人にとって「安心して過ごすことができる空

間」となるためには、まずは、「互いの違いを理解すること」そして、「大丈夫だよと許すことができるという

こと」が大切だと考えています。 

『弱い者ほど相手を許すことができない。許すということは強さの証だ』 

マハトマ・ガンジー 

       札幌市立山鼻小学校 

  学校だより １０月号 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月の行事予定

 １日（水） 全校朝会 
 ２日（木） まちたんけん（2年） 
 ３日（金） 保護者読み聞かせ（4～6年、おひさま） 
 ６日（月） 委員会 
 ７日（火） PTAイベント 
 10日（金） 教員研修（全学年短縮４時間給食有） 
 13日（月） スポーツの日 
 14日（火） KDDIケータイ教室（3.4年） 
 15日（水） 二計測（1～3年） 
 16日（木） 二計測（4～6年、おひさま） 
 20日（月） 委員会 
 21日（火） 札教研 秋の研究集会 

（全学年短縮４時間給食有） 
 22日（水） 

～  個人懇談（全学年短縮４時間給食有） 
 27日（月） 
 28日（火） 

～  跳び箱ウィーク 
 11 月７日（金） 

月の行事予定

 ３日（月） 文化の日 
 ４日（火） 全校朝会、オリパラ教育（6年） 
 10日（月） 委員会 
 11日（火） キタラファーストコンサート（6年） 
 19日（水） 雪体験学習（4年） 
 21日（金） 保護者読み聞かせ（2.4.6年） 
 24日（月） 振替休日（勤労感謝の日） 
 27日（木） 音楽の日 児童公開日 
 29日（土） 音楽の日 保護者公開日 

月の行事予定

 １日（月） 振替休業日（音楽の日保護者公開日） 
 ４日（木） 就学時健診（1.2年のみ短縮４時間給食有） 
 ５日（金） 保護者読み聞かせ（1.3.5年、おひさま） 
 ９日（火） 青少年科学館見学（6年、6年のみ給食無） 
 11日（木） 被爆体験語り部事業（5.6年） 
 15日（月） 委員会 
 16日（火） 参観懇談 

（1.3.5年、おひさま 5年 5時間授業） 
 17日（水） 参観懇談（2.4.6年） 
 18日（木） 助産師による授業（5年） 
 25日（木） ２学期終業式（全学年短縮４時間給食有） 

＜教職員研修について＞ 
10月 10日（金）、21日（火）は、教員研修お

よび札幌市教育研究推進事業のため短縮４時間

授業となります。 

全学年、給食を食べ 12時 55分ころ下校とな

ります。通常日課と下校時刻が異なりますので、

ご承知おきください。 

＜就学時健診について＞ 
12月４日（木）は、令和８年度新入学児童へ

の就学時健診のため、１・２年生は短縮４時間

授業となります。給食を食べてから、12時 55分

頃に下校となります。 

＜参観懇談について＞ 
12月 16・17日（火・水）に参観懇談を行いま

す。学校でのお子様の様子や学年末にお渡しする

通知表についてお伝えします。近くなりましたら

すぐーるでお知らせをします。お忙しい中とは思

いますが、ご参加のほどよろしくお願いいたしま

す。 

＜個人懇談について＞ 
10月 22日（水）～27日（月）は、個人懇談と

なります。全学年、短縮４時間授業で、給食を

食べ 12時 55分ころ下校します。 

詳細につきましては、先週すぐーるにて配信し

た「個人懇談 日程調査についてのお知らせ」を

ご確認ください。現在、昨日までに回答いただい

た内容を基に日程表を作成しております。日程表

については、10月８日（水）に配付いたしま

す。 

＜音楽の日について＞ 
11月 29日（土）は、音楽の日 保護者公開日

となります。お忙しい中とは存じますが、ご来校

いただき、子どもたちの頑張りと成長を見ていた

だければと思います。11月になりましたら、内

容や発表時刻等をお知らせいたします。 

なお、12月１日（月）は、保護者公開日の振

替休業日となります。 

＜学校諸費の納入について＞ 
12月分までの学校諸費にかかわる徴収金は、10月に引落しとなります。後期分の教材費が含まれるため、引落し

金額が多くなります。引落し金額につきましては、「給食費等学校諸費のゆうちょ銀行による引落しのお知らせ」

（４月すぐーる配信）をご覧ください。 

また、１・２学期に実施した「４年 水道記念館見学」「３年 西山製麺工場見学」に参加した児童は、徴収金と

併せてバス代金を引落しいたしますのでご了承ください。 

 住所：札幌市中央区南 14 条西 10丁目 1 番地 
 電話：011-511-6616  FAX：011-531-5295 
 ＨＰ：https://www16.sapporo-c.ed.jp/yamahana-e/ 
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